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ビジョン（産業戦略の方向性）に関する主な論点
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Society 5.0の実現に向けては、社会課題の解決や技術・人材の育成に関する検討をとりまとめるだけで
は、施策が具体化しない恐れがある。デジタル変革によって、経済・産業に関する好循環を回す仕組みを
具体化するためには、産業全体のDXや経済成長に関する施策との連動が重要。この検討に当たっては、
具体的にどのような提供価値に重点を置くべきかという観点から、カーボンニュートラルやサプライチェーンの
強靱化・最適化等の産業面での具体的な提供価値を想定。

重点を置く提供価値
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Society 5.0の実現として、サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を融合させたシ
ステムを社会実装するためには、様々なデータが集積され、解析された結果がフィジカル空間（社会・産
業の経済活動）に様々な形でフィードバックされることがポイントではないか。これにより、新たな価値を生
み出し、社会システム全体が最適化され、経済発展と社会的課題の解決を両立していく社会の実現
（Society 5.0の実現）を目指す。

Society 5.0の実現に向けた世界観（アーキテクチャ設計の方向性）
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これまでの日本企業の競争力の源泉は、高品質・低価格のものづくりの力にあり、タテ型産
業構造はこの維持・強化に有効であった。しかし、デジタル時代においては、社会・ユー
ザーのニーズや環境変化を捉えて、自らのビジネスを俊敏に変革することが競争力の源泉と
なる。そのため、メッシュ型産業構造の実現を目指す必要がある。これを実現するために
データ連携の場が必要。

産業構造をタテ型からメッシュ型へ
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様々なデータを収集・利活用可能なサイバーフィジカルシステムを構築し、日本の強みである現場力を連
携させることにより、社会課題解決や経済成長を促すと共に更なる産業競争力の強化を目指す。
そのための構成要素は取り扱うデータ種別ごとのデータ連携システム、トラスト、インフラなどが必要と想定。

将来ビジョンを実現する構成要素（素案）
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カーボンニュートラル実現、サプライチェーン強靱化、少子高齢化対応等の社会課題解決と
経済成長を同時に達成する仕組みを迅速に実現するために、本プログラムでは以下のイベン
トやスケジュールを意識する必要がある。
。

産業戦略の具体化への要件：カーボンニュートラル等の社会課題解決の取組
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Society5.0の実現に当たっては、サイバー空間とフィジカル空間を連携させるための複雑な
ルールやシステムの全体像を整理・設計するためのアーキテクチャ設計が必要。これまでも
日本各地や業界ごとに個別アーキテクチャの設計が行われ、中にはグローバルレベルで取組
が進んでいるものもあるが、こうした個別取組を統合して全体最適を図っていくため、まず
は完成を目指し、ハード、ソフト、ルールのデジタルインフラ一体的整備を大胆かつ早急に
進めていくことが重要ではないか。また、グローバル及びローカルレベルでの連携も進め、
将来的には世界にも展開することができるようなアーキテクチャ設計を行っていくことが重
要ではないか。

産業戦略として具体化する意義：ソフト・ハード等のデジタルインフラ整備の方向性
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取り組むモデル分野の設定
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デジタルアーキテクチャを都市生活や企業活動に広く関係する産業戦略として確立するため
には、分野別のユースケースを個別に実施するのではなく、社会・産業の全体としての方向
性を明確にし、アーキテクチャ設計の意図を広く共有することが重要。

先行して取り組むモデル分野の設定
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製品品質の確保や向上、不具合発生時の対応負荷軽減等に加え、環境対策や人権デューデリ
ジェンスといった新たな社会的要請の高まりは、特定分野の工業製品に限らず、生活全般に
関与するすべての製品・サービスに展開されると想定。このような動向を踏まえ、バリュー
チェーン全体で製品・サービスのトレーサビリティを管理する仕組みの構築が重要。

先行して取り組むモデル分野の設定：①トレーサビリティ管理
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ものづくりにおいては、価値源泉がハードウェアからソフトウェア・データに移行しつつあ
り、ソフトウエアを用いた仮想環境でデジタルモデルを作成しシミュレーションを行いなが
ら、開発製造の効率化、活性化を行う仕組みの構築が求められている。

先行して取り組むモデル分野の設定： ②開発製造の効率化、活性化
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グローバル化に伴い、自然災害や感染症、地政学リスク等によるサプライチェーンの寸断が
経済に与える影響度が高まっている。また多様化する顧客ニーズに柔軟に対応するためにも、
サプライチェーン全体を可視化して変化を迅速に把握した上で、物流経路、生産拠点、調達
先を柔軟に切り替えるなどの、タイムリーな意思決定と実行が求められている。

先行して取り組むモデル分野の設定： ③サプライチェーン強靭化・最適化
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内国為替取引（2023年10月デジタルインボイス、官公需におけるデジタル完結）や外国為替送金
（2025年11月 SWIFT MXへの完全移行や外為関連規制の強化）において、事業会社の財務部門
は、従来自部門で把握していなかった受発注・請求情報と決済情報を紐づける必要性が高まっている。

先行して取り組むモデル分野の設定： ④経理・財務のデジタル完結
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産業戦略の方向性やモデルとなるユースケースを踏まえ、いち早く社会実装を進めるためには、社会課題解
決と経済成長の好循環を実現するデータ連携基盤の設計方針（アーキテクチャそのもの）の具体化が
重要。この検討に当たって考慮すべき事項を網羅するためには、どのような観点が必要か。

将来ビジョンの実現に向けた仕組みの検討
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アーキテクチャーの論点
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企業間取引におけるデータ連携の標準化、および社会実装に向けたビジネス・システム面の
課題を想定し、アーキテクチャ検討の主な論点を以下と想定しているが、他に課題はないか。

課題解決という観点から導出されるデータ連携基盤のアーキテクチャ構成要素

*1：各論点の詳細は次ページ参照
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アーキテクチャに関する主な論点（案）
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企業間の取引全体をデジタル化しアーキテクチャに沿ったデータ連携を可能とすることで、
社会課題解決と経済成長の好循環を実現するためには、直接の取引先以外にも、サプライ
チェーン上の企業や異業種の企業とのデータ連携・利活用や、こうした仕組みを支える様々
なサービスとの連携が必要になる。こうした多種多様な企業が集まり共に価値を生み出して
いくエコシステムをデザインするに当たって留意すべきポイントについて、議論していきた
い。

将来ビジョンの実現に向けたエコシステムの形成
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エコシステムをデザインするに当たって留意すべきポイントの例
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「①トレーサビリティ管理」を社会課題・経済課題の観点からフィジカル空間の工程でどの
ようなアーキテクチャとして設計されるべきか、具体的なユースケースを用いながらビジョ
ン実現に関する論点を提示する。

ユースケースの具体化
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脱炭素等のサステナビリティの確保に関しては、国内外で様々な取組が行われているが、その中でも欧州が
実施する欧州電池規則は、日本も含めて影響が大きい。具体的には、欧州は、欧州市場で販売する蓄
電池に対して、原材料の採掘・精製、製品組み立て、販売・使用、廃棄・リサイクルまでを対象に、カー
ボンフットプリント要件（第7条）、リサイクル資源の最低使用量（第8条）、デューデリジェンス要件
（第45条）等の対応および第三者による認証を求める予定である。

サステナビリティの確保に関する重要な海外動向
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トレーサビリティ管理を実現するエコシステム構築に当たって検討すべき主な構成要素のう
ち、「制度や技術仕様に関するルールにおける論点」を次頁以降に示す。

サステナビリティの確保に向けたサプライチェーンのトレーサビリティ管理
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法令へ対応するために一定の情報を企業間で共有する必要があっても、競争に影響がある情報の共有
は可能な限り避けたいという対立構造がある。企業が安心してデータを提供・取得できるように、データの
共有・利用の範囲やデータの管理主体、データの配置等のデータガバナンスの制度・ルール等の検討が
必要。

データガバナンスに関するルールの具体化
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様々なデータを収集・利活用可能なデータ連携基盤では、不正な企業の参加、信頼できないデー
タの流通、信頼できないデータ連携基盤等により信頼性が低下する恐れがある。そのため、
安心・安全にデータ連携基盤を活用するためには参加する企業、流通するデータ、データ連
携基盤それぞれが信頼できるものであることを証明するための認定・認証を行う仕組みの検
討が必要。

認定・認証の制度・手法の具体化



デジタルアーキテクチャデザインセンター

https://www.ipa.go.jp/dadc
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